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安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

国
際
化
と
国
産
化
の
推
進

―
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第⑧回

コラム▼
日
本
と
日
本
人
の
特
質

私
た
ち
は
、
次
の
よ
う
に

「
間
」
と
の
関
係
で
生
き
て

い
る
。
時
間
・
空
間
・
世

間
・
人
間
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
日
本
語
と
し
て
の
言
語

的
あ
る
い
は
文
化
的
な
感
覚

に
由
来
す
る
の
で
日
本
人
に

特
有
な
こ
と
で
あ
る
。
対
照

と
し
て
英
語
を
考
え
る
と
、

時
間
／
タ
イ
ム
、
空
間
／
ス

ペ
ー
ス
、
世
間
／
ワ
ー
ル

ド
、
人
間
／
ヒ
ュ
ー
マ
ン
と

な
る
が
、
英
語
の
方
に
は

「
間
」
と
の
関
わ
り
は
な
い
。

□
時
間

：

時
の
経
過
を

指
す
も
の
で
あ
り
、
あ
る
時

点
か
ら
別
の
時
点
ま
で
の
間

を
表
現
す
る
。
「
３
時
間
」

は
「
３
時
間
の
間
」
と
い
う

意
味
。
間
を
時
間
の
区
切
り

や
経
過
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

□
空
間

：

あ
る
場
所
か

ら
別
の
場
所
ま
で
の
間
や
広

が
り
を
指
し
、
物
理
的
空
間

を
表
現
す
る
。
自
分
の
生
活

圏
と
他
者
の
そ
れ
の
広
が
り

や
境
や
間
隔
な
ど
。
国
内
／

国
外
も
空
間
の
対
象
で
あ
る
。

□
世
間

：

日
本
人
に
特

有
な
言
葉
で
、
あ
る
社
会
や

あ
る
人
々
の
間
で
の
し
き
た

り
や
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の

言
葉
。
こ
の
「
間
」
は
、
そ

の
世
間
と
他
の
世
間
の
間
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

□
人
間

：

私
た
ち
自
身

の
こ
と
で
あ
り
、
人
々
の
間

に
存
在
す
る
出
会
い
や
関
係

が
係
わ
る
。
親
密
性
と
距
離

感
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

▼
国
際
性
と
文
化
の
間

国
際
的
な
環
境
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
や
価
値
観
が

交
わ
り
、
異
な
る
文
化
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
理

解
が
重
要
と
な
る
。
こ
の

際
、「
間
」
は
異
な
る
文
化
の

理
解
や
尊
重
の
た
め
の
余
地

や
時
間
を
指
し
示
す
概
念
と

し
て
役
立
つ
こ
と
に
な
り
、

か
つ
考
慮
す
べ
き
点
で
あ

る
。
異
な
る
文
化
を
理
解
す

る
た
め
に
「
間
」
を
持
つ
こ

と
は
、
誤
解
を
防
ぎ
、
相
互

に
尊
重
を
図
る
の
に
役
立
つ
。

国
内
的
な
視
点
と
国
際
的

な
視
点
の
間
に
は
、
文
化
、

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
治
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
で
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
存
在
す
る
。
国

際
的
な
環
境
で
活
動
す
る
場

合
、
国
内
的
な
慣
習
や
価
値

観
と
異
な
る
「
間
」
を
理
解

し
、
適
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
交

渉
に
お
い
て
も
、「
間
」
は

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
異
な

る
国
や
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
文

化
、
商
慣
行
、
交
渉
ス
タ
イ

ル
を
理
解
し
、
調
整
す
る
際

に
「
間
」
が
必
要
と
な
る
。

相
手
と
の
調
和
を
保
ち
つ

つ
、
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
取

引
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、「
間
」
の
考
慮
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
間
は
「
余

白
」
と
し
て
も
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
の
議
論

は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

▼
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（Advoca

cy

）
は
、
特
定
の
主
題
、
問

題
、
ま
た
は
利
益
を
支
持

し
、
そ
の
促
進
や
保
護
を
行

う
行
為
を
指
し
て
お
り
、
筆

者
の
活
動
の
根
幹
に
あ
る
。

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
は
個
人
、
団

体
、
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済

的
な
変
化
を
促
進
し
、
個
人

や
集
団
の
権
利
や
利
益
を
守

る
手
段
と
し
て
、
以
下
の
①

～
④
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。①

民
主
的
な
社
会
に
お
い

て
重
要
な
要
素
と
し
て
で
あ

る
。
市
民
が
政
策
や
法
律
の

制
定
に
参
加
し
、
自
身
の
声

を
通
じ
て
意
見
を
表
明
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
政
策
決
定
に
お
い
て
多

様
な
視
点
や
利
害
関
係
者
の

声
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
②
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
は
社
会
的
な
変
革

を
促
進
し
、
不
平
等
や
不
正

義
に
立
ち
向
か
う
手
段
と
な

り
う
る
。
市
民
権
運
動
、
環

境
保
護
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権

利
な
ど
の
社
会
運
動
で
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組

織
は
、
特
定
の
社
会
的
、
環

境
的
、
ま
た
は
政
治
的
な
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
ロ
ビ

ー
活
動
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

情
報
発
信
な
ど
の
手
段
に
よ

り
活
動
し
て
い
る
。
最
後
に

④
社
会
問
題
に
関
す
る
意
識

喚
起
と
教
育
に
も
貢
献
す

る
。
人
々
に
情
報
を
提
供

し
、
意
見
交
換
し
、
社
会
的

な
意
識
を
高
め
、
変
革
に
導

く
こ
と
で
あ
る
。

総
括
す
る
と
、
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
は
社
会
的
な
変
革
や
民

主
的
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
不

可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
個
人

や
団
体
が
自
身
の
価
値
観
や

信
念
を
実
現
し
、
社
会
的
な

課
題
に
対
処
す
る
手
段
と
し

て
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

国
際
化
と
国
産
化
の
推
進
に

お
い
て
も
係
わ
る
。

▼
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
簡
単
に

言
え
ば
、「
仕
事
を
す
る
能

力
」
で
あ
る
。
中
国
語
で

は
、「
能
源
」
と
い
う
。
洸

楓
座
は
５
種
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
法
人
名
に
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
中
国
語

で
表
す
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
水

能
（
水
能
源
）、
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
／
太
陽
能
（
太
陽
能

源
）
、
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
／

風
能
（
風
能
源
）、
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
生
物
質

能
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
地

熱
能
。

ほ
か
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
や
形

式
で
存
在
し
、
相
互
に
変
換

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
運
動

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
位
置
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
電

磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
。
私
た
ち
人
間
が
働
く
源

い
る
。

□
政
治
と
安
全
保
障

：

国
際
政
治
と
安
全
保
障
の
問

題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、
具

体
的
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
基
盤
整
備
が
顕
在
化
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
化
は

利
点
の
反
面
欠
点
も
あ
り
、

課
題
を
提
供
し
て
い
る
。
貧

富
の
格
差
、
文
化
的
な
摩

擦
、
環
境
問
題
、
国
際
紛
争

な
ど
が
あ
り
、
国
際
社
会
が

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
し
解

決
策
を
模
索
す
る
こ
と
が
、

い
わ
ゆ
る
持
続
可
能
な
地
球

を
つ
く
る
。

そ
う
す
る
と
、
も
う
一
つ

の
選
択
と
し
て
、
国
産
化

（Domestication

）

が

あ

る
。
あ
る
国
や
地
域
で
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
を
増
や

し
、
国
内
の
需
要
を
満
た
す

た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

国
産
化
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
様

相
が
あ
る
。

□
経
済
へ
の
影
響

：

国

産
化
は
、
国
内
産
業
の
成
長

と
雇
用
の
創
出
を
促
進
す
る

と
い
え
る
。
国
内
生
産
は
、

国
内
の
企
業
や
労
働
市
場
を

経
済
的
に
活
性
化
し
利
益
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

安
定
化

：

国
際
的
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
依
存
し
な

い
よ
う
に
し
、
国
内
生
産
に

よ
り
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安

定
供
給
を
図
る
。
災
害
や
有

事
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
準
備

す
る
こ
と
は
必
須
。

□
安
全
保
障

：

関
連
で
、

国
産
化
は
国
家
の
安
全
保
障

に
関
係
し
て
い
る
。
国
家
の

独
立
性
の
確
保
に
は
相
補
的

関
係
と
な
る
。

国
産
化
は
国
ご
と
に
異
な

る
状
況
や
要
因
に
依
存
す

る
。
課
題
に
対
処
す
る
た
め

に
は
、
国
内
政
策
、
国
際
的

な
協
力
、
効
率
的
な
生
産
技

術
の
導
入
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
と
な
る
。
国
産
化
の
長
期

的
な
戦
略
は
、
国
家
の
独
立

性
と
競
争
力
を
強
化
し
つ

つ
、
国
際
的
な
連
携
と
共
存

も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。

▼
課
題
の
解
決

課
題
を
英
語
で
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
（challenge

）
と

訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
課

題
は
「
困
難
な
問
題
」
と
い

う
意
味
も
あ
る
が
、
同
時
に

「
克
服
す
べ
き
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
挑
戦
」
と
し
て
の
側
面
と

と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

困
難
や
障
害
に
立
ち
向
か

い
、
成
長
や
進
歩
を
追
求
す

る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
あ

り
、
日
本
語
の
「
課
題
」
と

は
異
な
る
側
面
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
、「
人
間
」

は
、
未
来
に
と
い
う
「
時

間
」
を
国
内
外
の
「
空
間
」

に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
「
世
間
」
と
い
う
狭
い

了
見
の
視
点
で
は
な
く
、
広

く
社
会
、
し
か
も
国
際
社
会

の
一
員
と
し
て
自
国
の
パ
ワ

ー
を
、
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
確
保
し
て
世
界
に
貢
献
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
は
、
自
国
に
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
自
国
で
獲
得
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
必
須

で
前
提
と
な
る
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
そ
の
最
も
基
本
で

あ
る
。
そ
の
技
術
は
輸
出
も

で
き
る
の
で
国
際
的
に
貢
献

も
で
き
る
。
国
際
化
と
国
産

化
は
、
二
者
択
一
で
は
な

く
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
大

事
で
あ
る
と
い
え
る
。

も
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ

る
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
の

　
課
題

こ
れ
ま
で
は
、
お
も
に
国

際
化（Internationalizat

ion

）
を
目
指
し
て
や
っ
て

き
た
。
大
学
名
に
も
「
国

際
」
を
冠
す
る
と
い
う
こ
と

で
同
調
し
た
。
国
際
化
は
、

な
る
ほ
ど
現
代
の
世
界
に
お

い
て
重
要
で
あ
り
、
目
標
で

あ
り
、
多
く
の
エ
フ
ェ
ク
ト

を
与
え
て
き
た
。

□
世
界
経
済
と
貿
易
の
拡

大

：

国
際
化
は
、
国
際
的
な

貿
易
と
経
済
の
拡
大
を
促
進

し
た
。
企
業
や
国
が
国
際
市

場
に
参
入
し
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
取
引
が
増
加
し
、
経

済
の
成
長
と
発
展
を
促
し
、

自
国
の
繁
栄
だ
け
で
な
く
途

上
国
の
発
展
に
も
貢
献
し
て

き
た
。

□
文
化
的
交
流
と
多
様

性

：

結
果
と
し
て
、
国
際
化

は
異
な
る
文
化
や
言
語
、
習

慣
と
の
交
流
を
促
進
し
、
文

化
的
な
多
様
性
を
豊
か
に
し

て
き
た
。
異
文
化
交
流
や
共

感
共
生
を
高
め
て
き
た
。

□

教

育

と

人

材

流

動

性

：

留
学
生
や
研
修
生
を

通
じ
て
、
学
術
や
専
門
の
知

識
や
技
術
技
能
の
共
有
と
伝

搬
が
行
わ
れ
、
国
際
労
働
市

場
を
形
成
し
た
。

□

環

境

と

持

続

可

能

性

：

生
産
現
場
で
の
環
境

問
題
へ
の
国
際
的
共
同
の
取

り
組
み
や
協
力
を
喚
起
し
て

◆第12回ふくしま再生可能エネルギー産
業フェア（REIFふくしま2023）
会期：2023年10月12日（木）・13日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
ビッグパレットふくしま（福島県郡山市
南二丁目52番地）▷入場料：無料（登録
入場制、当日登録可）▷主催：福島県／
公益財団法人福島県産業振興センター
/問合せ：事務局024-983-3498

◆CEATEC 2023（シーテック 2023）
会期：2023年10月17日（火）～ 20日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷開催場
所：幕張メッセ（千葉県千葉市美浜区中
瀬2-1）▷入場料：無料（要事前登録）▷
主催：一般社団法人電子情報技術産業
協会（JEITA）▷共催：一般社団法人情報
通信ネットワーク産業協会（CIAJ）／一
般社団法人ソフトウェア協会（SAJ）/問
合せ・詳細・申込：https://www.ceat
ec.com/ja/

◆2023森林・林業・環境機械展
会期：2023年11月12日（日）・13日（月）
▷開催時間：9：00 ～ 16：30（最終日は
15：00終了）▷会場：笠松運動公園（茨
城県ひたちなか市佐和2197-28）＊JR勝
田駅西口よりシャトルバス運行あり▷

主催：一般社団法人林業機械化協会/問
合せ・詳細：https://www.rinkikyo.or
.jp/

◆第11回 SMART ENERGY WEEK【関西】
（[関西]太陽光発電展／第10回[関西]二

次電池展／第10回[関西]スマートグリ
ッドEXPO）
会期：2023年11月15日（水）～ 17日（金）
▷会場：インテックス大阪（大阪府大阪
市住之江区南港北1丁目5-102）▷入場
料：招待券（事前請求無料）持参の場合
無料／招待券がない場合は5,000円▷主
催：RXジャパン/問合せ：03-6739-4119

◆さが産業グリーン化技術展【同時開催：
第４回全国地中熱フォーラム】
会期：2023年12月13日（水）・14日（木）
▷開催時間：＜13日＞10：00 ～ 17：00
／＜14日＞10：00 ～ 16：00▷開催場
所：SAGAアリーナ（メインアリーナ）佐
賀県佐賀市日の出2丁目1-10▷参加費：
無料▷主催：佐賀県▷共催：特定非営
利活動法人地中熱利用促進協会／一般
社団法人有明未利用熱利用促進研究会/
問合せ・詳細・申込：＜出展に関する
こと＞エンターアイ 0925-24-3222 gre
en@enter-i.jp ／＜展示会全体に関す
ること＞佐賀県産業労働部産業グリー
ン 化 推 進 グ ル ー プ 0952-25-7522 
sangyou-green@pref.saga.lg.jp

●Global Offshore Wind Summit-Japan
（世界洋上風力サミット2023）
会期：2023年10月11日（水）～ 13日（金）
▷開催場所：北九州国際会議場（福岡県
北九州市小倉北区浅野3丁目9-30 2F）／
西日本総合展示場新館（福岡県北九州市
小倉北区浅野3丁目8-1）ほか *施設・企
業実地見学ツアーあり▷参加費：各種
設定あり要確認▷主催：一般社団法人
日本風力発電協会（JWPA）／世界風力会
議（GWEC）▷共催：福岡県／北九州市/問
合せ・詳細・申込：https://www.gows
-j.com/

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術開
発・人材育成拠点の形成」事業：FREA 
営農型太陽光発電の基礎セミナー
会期：2023年10月17日（火）▷開催時間：
9：00 ～ 12：00▷講師：千葉エコ・エ
ネルギー 代表取締役 馬上丈司氏（外部
講師）▷開催方式：現地＋オンラインラ
イブ配信（Teams）▷会場：産総研 福島
再生可能エネルギー研究所 1F FREAホ
ール（福島県郡山市待池台2-2-9）▷参加
資格：今後、福島県内において太陽光
発電の関連事業への参入・拡大に意欲
があること／福島県および近県に事業
所・工場などがある企業または福島県
内の発電所においてメンテナンスの実

績がある企業に所属している方を優先
（企業の所在地は問わない）▷参加費：
無料（事前申込制）▷主催：産総研 再生
可能エネルギー研究センター 太陽光シ
ステムチーム/問合せ・詳細・申込：ht
tps://www.aist.go.jp/fukushima/ja/
pvom/pvom2023/1017.html

●全国小水力発電大会 第8回 北海道
会期：2023年10月19日（木）～ 21日（土）
＊21日はエクスカーションの予定▷会
場：北海道大学 学術交流会館（北海道
札幌市北区北8条西5丁目5）▷主催：全
国小水力発電大会実行委員会／全国小
水力利用推進協議会/問合せ・詳細・申
込：https://j-water.org/taikai/

●4DHフォーラム国際シンポジウム「ス
マートエネルギーシステムによる熱の
脱炭素化の最前線」
会期：2023年10月20日（金）▷開催時間：
14：00 ～ 16：00（13：30開場）▷開催方
式：実地＆オンライン（Zoom）▷参加費：
無料（要事前申込）▷主催：NPO法人環境
エネルギー政策研究所（ISEP）▷共催：
一般社団法人全国ご当地エネルギー協
会/問合せ・詳細・申込：https://www.
isep.or.jp/event/14490

●ソーラーウィーク2023
会期：2023年11月7日（火）～ 17日（金）
＊ソーラーウィーク大賞表彰式＝11月7

日（火）／太陽光発電シンポジウム＝11
月7日（火）～ 9日（木）／セミナー・ワー
クショップ＝11月10日（金）～ 15日（水）
▷開催方法：実地＆オンライン▷会場：
東京国際フォーラム（東京都千代田区丸
の内3丁目5-1）▷参加費：無料（要参加
申込み）▷主催：一般社団法人太陽光発
電協会（JPEA）/問合せ・詳細・申込：ht
tps:// solarweek.jpea.gr.jp

●第45回風力エネルギー利用シンポジウ
ム
開催日時及び実施内容：2023年11月30
日（木）9時30分～ 17時30分…依頼講演、
ポスター発表／ 12月1日（金）9時～ 17時
…一般研究発表、ポスター発表／ 11月
30日（木）17時30分～ 19時…懇親会（参
加費5,000円）▷開催方法：会場及びオ
ンライン（Zoomウェビナー）のハイブリ
ッド開催▷会場：科学技術館サイエン
スホール（地下2階）及び6階会議室（千代
田区北の丸公園2-1）▷参加費：日本風
力エネルギー学会正会員(個人会員/団
体会員)・協賛・後援団体＝2万円など
各種設定あり要確認▷主催：風力エネ
ルギー学会（JWEA）/問合せ・詳細・申
込：窓口＝ソウブン・ドットコム sym
po_jwea@soubun.biz 03-3893-0111

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


